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一般財団法人京都ボーイスカウト振興会 

令和７年度（令和７年４月１日から令和８年３月31日） 

事 業 報 告 書 

 

１．はじめに 

令和７年度は、京都にボーイスカウトが誕生して１１０周年を迎える節目となりました。

大正４(1915)年の大正天皇即位の礼に合わせて、京都市内の小学校校長がそれぞれ学童１～

２名を推薦した第一期生１０１名により「京都少年義勇軍」が誕生、同年１１月１日に平安

神宮で結団式が行われました。その歩みは、日本のボーイスカウト運動全体の黎明期と深く

重なり、時代を超えて京都の青少年育成の基盤を支え続けています。 

 

５月３日～６日にかけて第７２回京都キャンポリー（７２ＫＣ）が京都府立府民の森ひよ

しで開催され３７２人が参加、開会式には西脇隆俊連盟長（京都府知事）をはじめ多くの来

賓に参席いただきました。京都のスカウトが一堂に会するキャンプ大会は８年ぶりで、日ご

ろの活動で培った「スカウト精神」と「スカウト技能」を存分に発揮する場となりました。 

併せて「KYOTOアドベンチャーチャレンジ２０２５」を開催。この一般の親子を対象としたスカウト

キャンプの体験会に、公募による１２家族３１人が参加しました。野外料理、キャンプファイア、観察ハイ

ク、アマチュア無線、応急担架などのプログラムにより、自ら行ってみることや仲間と協力する楽しさ

から、ボーイスカウト入団を決めた参加者もありました。 

 

スカウトの進歩は、富士スカウト５人、隼スカウト１６人、菊スカウト１４人が進級、技

能章３３種目に３４２人が取得しました。AIやSNSの普及による情報技術の急速な進展やコ

ロナ禍を経た現代だからこそ、ボーイスカウトが提供する「リアルな体験」の価値は再評価

されつつあります。 

インターネットやアマチュア無線による世界のスカウトとの交流会「JOTI/JOTA」や、韓

国スカウトの受け入れ事業は継続され、ボーイスカウト活動は「国際的な広がりのある、グローカルな

地域の教育力」として認知度を高める事例となっています。 

 

振興会では維持会員の増強のために昨年度作成したパンフレットを一部改訂し、役員の

勧誘努力の結果、新規に法人８社・個人２人の加入により賛助会費３６０千円の収入を得

て、当該会計年度は、賛助会費収入が２，４４０千円と前年比２００千円増となりました。 

 維持会員の皆様のご篤志に、厚く御礼申し上げます。 
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２．事業報告の内容 

⑴ ボーイスカウト行事等に対する助成協力事業 

(ア) 助成の対象 

京都府下において、ボーイスカウト運動の趣旨を理解し、組織的にボーイスカウト運動を

行う団体として、京都連盟を助成対象とした。 

(イ) 助成の趣旨・使途 

ボーイスカウト運動にかかる講習・実修・研修・キャンプに要する経費、スカウト派遣に

要する経費、その他ボーイスカウト運動に欠くことができない重要な行事のために必要とな

る経費 

(ウ) 事業実績 

-  事業費として、助成金総額１,３００千円を支出した。 

京都連盟の進歩費、国際費、安全費、環境費、コミッショナー費、イベント費、ボーイス

カウト講習会およびウッドバッジ研修所運営費等に必要となる事業費の一部に対して助成し

た。 

- 京都連盟110周年記念事業のうち第７２回京都キャンポリー開催に３５０千円を助成した。 

 
(参考) ボーイスカウト講習会の実施状況 

 

名 称 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 

期 日 6月15日 ９月１４日 １０月２６日 １１月２３日 ３月７日 ２ 月１４ 日 

会 場 
宇治市   

中央公民館 

知恩院   

和順会館 
洛西    

新林会館 城南会館 
下鴨神社 

公文所 
京都テルサ 

参加者 17人 
定員に満た 

ず中止 1６人 
定員に満た 

ず中止 
１４ 人 ７人 

 

 
(参考) ウッドバッジ研修所の実施状況 

 

 

名 称 

団委員研修所 

京都第１３ 期 

課程別研修 

VS 課程

京都第 3 回 

CS 課程

京都第 ７回 

期 間 １１ 月 １ 日～３ 日 7 月 6 日 10 月 １９ 日 

会 場 あうる京北 京都テルサ 京都アスニー 

参加者 ７ 人 7 人 ３ 人 
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⑵ 青少年の育成を目的とした自然体験活動のためのキャンプ企画事業 

(ア) 体験活動の所在地 

広河原野営場：京都市左京区広河原尾花町 27 番地 

(当法人所有：山林 22,559 平方メートル、原野 521 平方メートル) 

(イ) 体験活動の運営主体 

日本ボーイスカウト京都連盟 

(ウ) 体験活動に参加が予定されている対象者 

青少年の育成を目的とした組織団体に無償提供する。 

(エ) 体験活動に参加した対象者、使用月日、使用人数等 
 

使用目的 使用月日 使用人数 使用者 

１．山開き 4 月 １３日 １８人 イベント委員会 

２．夏季整備作業 7 月 ２０日 １０ 人 イベント委員会 

３．ボーイ隊キャンプ 8月6日～9日 12人 京都第55団 

４．ボーイ隊キャンプ 8月10日～15日 30人 京都第23団 

５．ボーイ隊キャンプ 8月16日～21日 18人 京都第45団 

６．冬ごもり整備作業 11 月 ２３ 日 １２人 イベント委員会 

７．ボーイ隊キャンプ 2月21日～22日 6人 京都第38団 

合 計 ２１日 １０６人  

- 広河原野営場の利用者は、４こ団のボーイ隊キャンプにより大幅に増加した。京都北

山地域のアドベンチャー拠点として、夏季はもとより冬季の利用価値も見直されてきた。 

(オ) 事業実績 

- 広河原野営場建物の減価償却費 ８０,７３０円が主な費用実績である。 

 

⑶ 青少年指導者養成のためのプログラム企画運営事業 

(ア) 趣旨 

ボーイスカウトの指導者がテーマを設けて研修する催しに、青少年の育成を指導する

人としての素養を涵養するために、企業人、教育者等の有識者を講師に迎え、オープン

に一般の参加者も迎え、セミナー等を実施するものである。 

(イ) 事業実績 

京都連盟主催により各種セミナーが開催された。 

— 5月18日 からすま京都ホテルにて テーマ「自然体験推進フォーラム」 

講師：藤田五郎氏（日本連盟ディレクター） 

   ‐ 11月15 日 静原キャンプ場にて テーマ「これからのスカウティング」 

講師：木村寿宏氏（日本連盟副総コミッショナー） 
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⑷  国際交流・国際貢献活動、社会に役立つ事業活動、環境・まち美化活動支援のための共

催事業 

(ア) 国際交流・国際貢献活動支援 

- ｼﾞｬﾝﾎﾞﾘｰ･ｵﾝ･ｼﾞ･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ(JOTI)／ ｼﾞｬﾝﾎﾞﾘｰ･ｵﾝ･ｼﾞ･ｴｱ(JOTA) 

世界スカウト機構が主催する公式国際行事で、10 月 18日にインターネットやアマチ

ュア無線を利用して、スカウト同士が国境を超えた情報交換と友好を深めた。 

   - 毎年交互に相手国を訪問してきた京都連盟と韓国京畿南部連盟との交流に、今年度は

1月10日～14日の間、韓国のスカウト22名と指導者5名が来洛し、京都のスカウト８家

庭がホームステイを受け入れた。 

(イ) 社会に役立つ事業活動支援 

京都連盟は社会参加事業として、各種の奉仕活動に協力した。 

- 全国防災キャラバン 

次の2地区が主管となりそれぞれ開催し、一般市民・親子に防災の知識と備えについて

体験していただくきっかけとなった。 

①北星地区 11月1日(土)、イオンモール北大路にて。来訪者：中学生以下82名、大人

164名。 

②桂川地区 2月11日(水祝)、イオンモール京都桂川にて。来訪者：中学生以下46名、

大人47名。 

- 皇后杯第 ４４回全国女子駅伝競走大会 

1月11日(日)、自主整理員としてスカウト・指導者480名が奉仕し、大会の安全な運営に協力

した。 

- 天皇杯第 ３７ 回全国車いす駅伝競走大会 

3月8日(日)、自主整理員としてスカウト・指導者477名が奉仕し、大会の安全な運営に協力

した。 

- 能登半島地震支援 

(ウ) 環境まち美化活動支援 

「緑の募金」、日本連盟主催「スカウトの日」、京都市「まち美化運動」に協力の一環とし

て各団で実施している。  

  （エ）事業費実績 

   - ローバースカウトの能登半島地震支援派遣に、事業費として２０千円を助成した。 
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⑸ ボーイスカウト運動の振興および普及宣伝事業 

(ア) ワクワク自然体験あそび 

日本連盟提供、文部科学省・京都府/京都市教育委員会後援事業「ボーイスカウトとあ

そぼうワクワク自然体験あそび」に各団・地区が独自のプログラムを企画し３５会場で

実施された。一般児童親子を受け入れ、さまざまな体験活動を提供した。 

(イ) ホームページの充実により、組織内外のコミュニケーションを促進する。 

① 一般の子どもや保護者が参加・見学可能な団主催「スカウト体験と説明会」の案内

や活動の様子は、団のホームページや SNS が充実してきた。 

② 振興会のトップページのイメージを一新した。京都のボーイスカウト活動の情報の

入口として整え、振興会、京都連盟、メンバー向けへとそれぞれのサイトにアクセス

しやすくした。 

(ウ) 日本連盟発行『COMPASS』誌を1,000部増刷し、京都連盟各団の広報活動に活用した。 

(エ) 事業費実績 

 - ホームページ運営改革費１３２千円、印刷製本費１０５千円を支出した 

 

⑹ 財源の確保（維持(賛助)会費の入金状況） 

昨年度作成したパンフレット等を活用して、維持会員増加を目指し、役員の勧誘努力の

結果、新規に法人８社・個人２人の加入により賛助会費３６０千円の収入を得て、当該会

計年度は、賛助会費収入が２，４４０千円と前年比２００千円増となった。 

維持(賛助)会費の入金額の推移 

（令和） 

年度 
元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 ６ 年度 7年度 

会費 

収入額 
2,420 千円 2,310 千円 2,220 千円 2,220 千円 2,100 千円 2,240 千円 2,440千円 
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